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パ ンチ ェ ンラマ と乾 隆帝 の会見 の背景 にあ る

仏教 思想 につ いて

石濱 裕美子
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引 用 文 献

1.は じ め に

(1)

乾隆四十五年(一 七八○)八 月十三 日は乾隆帝七十才の誕生 日(万 寿節)で
(2)

あ っ た.パ ン チ ェ ン ラ マ 四 世,ペ ル テ ン イ ェ ー シ ェ ー(blobzangdpalldanye

(1)本 文 中 の 日付 は全 て 陰 暦 か チ ベ ッ ト暦 に基 づ く.特 に記 載 の な い 場 合 は 陰暦 で あ

る.

(2)歴 史 的 に パ ンチ ェ ン ラマ の 世 系 が 認 識 され 始 め た の は ダ ラ イ ラマ 五 世 の 師,パ ン

チ ェ ン ・ロ サ ン ・キ ュ ー キ ・ゲ ル ッ ェ ン(blobzangchoskyirgyalmtshan)か らで あ る.

この 人 物 を 一 世 とす る と本 論 稿 で扱 うペ ル テ ン ・イ ェ ー シ ェー はパ ンチ ェ ン ラマ 四 世

とな る 。 しか しパ ンチ ェ ンの 世系 を ッ ォ ンカバ の弟 子,ケ ド ゥプ ジ ェー に まで 遡 及 す

る信 仰 もあ り,こ れ に 基 づ く とペ ル テ ン ・イ ェー シ ェ ー は六 世 パ ンチ ェ ン ラ マ と な

る.現 在 中 国 の 学者 は 後者 の代 数 を採 用 してお り,一 方,我 が 国 の 研 究 者 は 前 者 の代

数 で 言 及 す る もの が 多 い.本 項 で は前 者 の代 数 を採 用 した.
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shessgronme,1738-1780)は この 日 を祝 うた め に遥 かチ ベ ッ トの 地 か ら中 国 に 来

錫 した.パ ンチ ェ ンは 当時 皇 帝 の駐 留 してい た熱 河 の 避暑 宮 に お い て 皇帝 の長

寿 を祈 願 す る長 寿 儀 軌(Tib.brtanbzhugs,Man.tangshug)を 修 し,同 年,十 月末

に突 如発 病,十 一 月一 日に北 京 の西 黄 寺 にお いて 不 帰 の 人 とな った.七 月 二 十

一 日に熱 河 に到 着 して か ら遷 化 に至 る まで
,パ ンチ ェ ンが 皇帝 と と もに あ っ た

期 間 は 三 ヶ月 あ ま りで あ った.

この パ ンチ ェ ンの訪 清 は,チ ベ ッ トの 大 ラマ の 訪 清 と して は 清朝 鼎立 時 の ダ

ラ イ ラ マ五 世 の 招 請 以 来 実 に 百 数 十 年 ぶ りの こ とで あ っ た.こ の 一事 だ け を

とっ て も二 人 の会 合 は 中 国 ・チ ベ ッ ト関 係 史 上 にお け る一 大事 件 で あ っ た こ と

が 解 る.

当 時 の清 朝 は ダ ラ イ ラマ 五 世 の招 請 時 と は異 な り,そ の 軍事 力 の 及 ぶ版 図 は

最大 域 に達 して い た.そ してそ の影 響 下 にあ るモ ン ゴル,チ ベ ッ ト,青 海 の民

族 間 で は チ ベ ッ ト仏 教 は多 大 な尊 崇 を集 め て い た.さ ら に,乾 隆 帝 が チ ベ ッ ト

仏 教 寺 院 に建 立 して い た御 製 の 碑 文 を年 毎 に検 討 して い くと,乾 隆 帝 の チ ベ ッ
(3)

ト仏 教 に対 す る崇 拝 ・供 養 は この 時期 最 高潮 に達 して い た こ とが解 る.こ の よ

うな背 景 の も とで 行 な われ たパ ンチ ェ ン との 会見 が 一 大 ペ ー ジ ェ ン トに な っ た

で あ ろ う こ とは想 像 に難 くな い.

チベ ッ トと清 朝 の外 交 の 性 質 につ い て は現 在 の チ ベ ッ ト問題 と も絡 ん で様 々

な見 解 が 交 錯 して い る.そ の 一 連 の 主 張 の 中 でパ ンチ ェ ン と乾 隆帝 の会 見 も多

くの研 究 者 に よ っ て言 及 され て きた.し か しそ の ほ とん どは現 代 の チ ベ ッ ト問

題 と絡 め た意 図 的 か つ 一 面 的 な評価 で あ る よ うに思 わ れ る.例 え ば,パ ンチ ェ

ンの 中 国 に到 る まで の道 中 を 『パ ンチ ェ ン ラマ 四世 伝 』よ り明 か に した 多 傑 氏

は,パ ンチ ェ ンの入観 は各民 族 間の 関 係 を融 合 し祖 国(=中 国)の 統 一 に広 く深

い影 響 を与 えた の は必 定,と 述べ(多 傑1990,p.12),張 羽 新 氏 はパ ンチ ェ ンの

(3)こ の後数年に してお きた グル カ戦争に辛酸 をなめた乾隆帝 はチベ ット仏教 に対す る

信仰 を雍和宮碑 文 「嘲噺説」に代表 され るご とくかな り功利的かつ現実的な ものに変化

させた(張 羽新1988,pp.339-343).
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入観の政治的原因に,当 時パ ンチェンがイギリスから通商条約の調印を迫 られ

ていた事情を挙げている.そ れに反対するパンチェンと乾隆帝は 「祖国の統一を

堅持するという」姿勢が一致 したため会見に及んだという(張 羽新1989,pp.70-

71).ま た,郭 美蘭氏は熱河におけるパンチェンの活動を宮中に残 されていた満

州文献から復元 し,結 論部分において清政府はパンチェンの影響 を「利用」し

て,各 小数民族上層人物 との関係を密接にし,チ ベ ット,モ ンゴル地区の統治

を強化 したと述べている(郭 美蘭1992,p.155).こ れらの諸氏の評価には,現

代中国における漢族中心の政治理念(反 帝国主義 ・祖国統一)を もって,当 時の

事件 を裁断するという共通の性格が見受けられ,言 うまでもなく一面的な見方

である.

一方この会見 を当時の思想の文脈の中に位置付けて理解 しようという試みは

未だなされていない.こ の会見が歴史にどのように作用 したかということを述

べるには,ま ず当時の人々の視点にたってその意味を正確に理解することが前

提であろう.歴 史的作用を産み出す母胎はまさにその会見に居合わせた人々で

あるか らである.

本稿ではパンチェンと乾隆帝の行動から,会 見自体が どのような性質の もの

であったのか という点をまず明らかにし,さ らにその乾隆帝の行動を目の当た

りにしていた人々がどのような認識を有 していたのかという点にも目配 りしつ

つ,乾 隆帝 とパンチェンの行動の背景に存在した全 く非中国的な思想について

明 らかにしていくものである.

2.パ ン チ ェ ン 四 世 訪 清 関 連 史 料

パ ンチ ェ ンの入 観 に関 して は,チ ベ ッ ト ・モ ン ゴル ・満州 ・漢 文 等 で書 かれ

た 多 くの 同 時代 史 料 に 加 え て,建 築 物 ・絵 画 等 の非 文 字 史 料 も存 在 す る.ま

ず,筆 頭 に挙 げ な けれ ば な ら ない の は青 海 の大 ラマ,ジ ャム ヤ ンシ ェ ーパ ニ 世

に よっ て一 七 八 五年 前 後 に記 され た パ ンチ ェ ン四世 の 外伝(P4N)で あ る.訪 清

の三 ヶ 月 間 は特 に記 載 が 詳 し く,一 日 ご と に赴 い た場 所,届 い た書 簡,会 合 し
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た人々,布 施その他の詳 しい記録が残されている.

また,同 じく日記調の史料 として乾隆帝七十の賀に同席 した朝鮮使節一行中
(4)

の一人,朴 趾源の日記 『熱河日記』が挙げられる.儒 教文化圏に属する著者は乾

隆帝によるパ ンチェンの盛大なもてなしを冷徹かつ皮肉な眼差 しによって観察

しており,チ ベット仏教をめぐる清廷の一連の対応が伝統的な中華帝国観から

いかに逸脱 していたかを示 してくれる.一 方,パ ンチェンをもてなす側の乾隆

帝の行動の記録としては乾隆帝の 『起居注』が挙げられる.

パ ンチェンの訪問は中国にとってはダライラマの訪清以来百年ぶ りの国家的

事業であったために官僚組織の多 くの部署が動き,そ の結果多 くの文書が残さ

れた.パ ンチェンが入観 して以後の史料は,皇 帝の側近にあって宮中の雑事 を

とりしきる内務府の棺案 『内務府奏錆』に特に多 くが残されている.皇 帝の上諭

を集めた 『満文上諭棺』における皇帝の公式の発言 も重要な史料の一つである.

また,理 藩院文書にはパンチェン関連史料が多数含まれていたと思われるが,

周知のごとく現存 していない.以 上の文献のほとんどは満州文か漢文で記され

ている.た だ し,こ れらの公文書は事務文書であるため,迎 接の準備,宴 席の

準備,宮 中の蔵から賞賜した物品のリス ト,官 員の賞罰,さ らにはパンチェン

の聖安を問う使者の報告等,預 末なものが多く,滞 在の全体像を知るためには

やはり前述の 日記文献の方が望ましい.

また,乾 隆帝はパンチェンをもてなすために熱河と北京にいくつかのチベ ッ
(5)

ト仏教の廟を建立した、建立に際 して刻まれた御製の碑文は,皇 帝の公式の肉

声を我々に伝えて くれる.両 者の私的な肉声を伝える史料 としては書簡類があ

(4)朴 趾 源 は朝 鮮 使 節 の 正 式 な 随行 員 で は な い た め に,『 実 録 』等 に は名 前 を見 る こ と は

で きない.

(5)「 須彌 福 壽 廟碑 文」乾 隆 四 十 五 年六 月(熱 河,蔵 ・漢 ・満 ・蒙;KBY,pp.458-462;張

羽 新1988,pp.462-464>,「 昭 廟 六韻 詩 碑 」乾 隆 四 十 五 年(香 山,蔵 ・漢 ・満 ・蒙;

KBY,pp.463-465;張 羽 新1988,pp.468-469),「 爲 壽 班 騨 聖 僧 讃碑 」乾 隆 四 十 五 年(西

黄 寺,漢 ・満;張 羽 新1988,pp.469-470),「 清 浄 化 城 塔 記 」乾 隆 四 十 七 年(西 黄 寺,

蔵 ・漢 ・満 ・蒙;KBY,pp,466-470;張 羽 新1988,pp.470-473)等 の 碑 文 が 存 在 す る.

これ らの碑 文 の文 面 は,漢 文 が 張 羽新(1988)に 採 録 され てお り,蔵 文 がKBYに 収 録 さ

れ てい る.
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る.『 パ ンチ ェ ン四 世伝 』(P4N)に は相 互 の 間 で交 換 さ れた 書 簡 が い くつか 引 用

され て い る.一 方,公 式 の 書 簡 と して は パ ンチ ェ ンか ら乾 隆帝 に 出 したチ ベ ッ

ト ・満 ・漢 三 体 の上 疏 文 が 現 存 して い る(王 家 鵬1988).

文 献 史料 以外 の史 料 と して は,パ ンチ ェ ンや乾 隆 帝 を描 い た絵 画,パ ンチ ェ ン

を もて なす た め に建 立 された 数 々の 寺廟,パ ンチ ェ ンか ら乾 隆帝 へ献 上 され た法
(6>

具,珍 宝 類 等 の 諸 文 物 が あ る.廟 は 熱 河 の 須 彌 福 壽 廟(Tib.bkrashislhunpo,

Man.jasilunbo),香 山 の 昭 廟(Tib.jobolha㎞ang,Man.joojuktehen),北 京 雍 和

宮 内 の班 禅 楼 並 び に戒 台楼,西 黄寺 を始 め とす る建 造 物 が 特 に有 名 で あ る.

これ らの 同 時 代 史 料 はそ れ ぞ れ 異 な っ た視 点 に よっ て記 さ れ た もの で あ り,

そ れ ぞ れ 補 い 合 う こ とに よ っ て よ りよ く理 解 す る こ とが 可 能 に な る もの で あ

る.例 えば,『 内 務府 奏錆 』は基 本 的 に月 の記 載 が な く日付 も順 不 同 な の で,チ

ベ ッ ト史 料 と対 照 して 初 め て 文 書 の 月 数 が 判 明 す る.ま た,次 節 で言 及 す る よ

うに 『起 居 注 』に記 され て い る皇 帝 の所 在 の記 載 はチ ベ ッ ト史料 に お け るパ ン

チ ェ ンの 行 動 と対 照 させ る と,『 起 居 注 』にお け る情 報 の取 捨 選択 の方 針 が 明 ら

か とな り大 変 興 味 深 い もの で あ る.ま ず,次 節 にお い て,こ れ らの史 料 か らパ

ンチ ェ ン と皇 帝 の 会見 の 実 相 につ い て 明 らか に したい 。

3.チ ベ ッ ト文 と満漢史料 の比 較対照 か ら見 たパ ンチ ェンの訪清 日程

3.1.『 起居 注』『実録』か ら見たパ ンチ ェ ンの訪清

皇帝の一日の行動を記録 した 『起居注』と,皇 帝の代替 りごとに編纂された

『実録』は皇帝の行動を研究する際には基本史料 となるものである.そ こでま

ず,乾 隆帝の 『起居注』『実録』においてパンチェンの訪清期間中の乾隆帝の行
(7)

動 を見 て い き たい.以 下 は パ ンチ ェ ンの 名 前 が 直接 見 られ る もの,ま た,パ ン

(6)こ れ らの文物 の うちいつ くか は北京の故宮博物院の常設展で 目にす ることが可能で

あ り,『西蔵文物精粋』 『清宮 藏伝 佛教文物』等の写真集 に納め られてい る.

(7)現 在北京 の第一歴史棺 案館 に所蔵 されてい る乾隆四十五年の起居注 は漢文の ものの

みで満文 は残 されてい ない.従 って本稿で は漢文起居注 を用い た.

(31)



チェンの滞在 していた寺廟の名前が見られる記事 を両史料から要約抜粋 したも

のである.『起居注』を中心に採録 してあ り,『起居注』と 『実録』が重複 してい

る場合は 「起居注』のみを採録 した.『実録』にしか記載がないものは 『実録』の

みを挙げた.〔 〕内が 『実録』の記述である.

乾 隆 四十 五 年

(8
七月二十一日 班暉額爾徳尼自後藏來,恭 祝萬壽.至 避暑山荘於澹泊敬誠殿

丹塀,脆 請聖安,上 於依清暖殿賜座慰問,賜 茶果.上 詣宝筏喩,煙 波致爽,
8)

雲山勝地各仏堂,拮 香.班 暉額爾徳尼從.禮 畢,上 還宮.是 日駐畢承徳行

宮.

七月二十二日 上詣須彌福壽廟,枯 香.

〔七月二十四日(庚 子)上 御萬樹園大握次,賜 班暉額爾徳尼及雇從王,公,大

臣,蒙 古王,公,貝 勒,額 尉,台 吉,杜 爾伯特親王車凌鳥巴什,土 爾雇特

貝子沙嘲拍肯及回部阿音木伯克貝子色提巴爾第等十一人,喀 什喝爾四品鳴

匝納齊伯克愛達爾之子烏魯克等三人,金 川木坪宣慰司嘉勒燦嚢康等四十四

人宴.賞 費冠服金銀椴匹,有 差.〕

〔七月二十五日(辛 丑)杜 爾伯特汗礪克蘇爾礼布等四人,土 爾雇特郡王色榜等

二人入期.上 御巻阿勝境 召見.並 同班暉額爾徳尼及雇從王,公,大 臣,蒙

古王,公,貝 勒,額 鮒,台 吉,杜 爾伯特親王車凌鳥巴什,土 爾属特貝子沙嘲

拍肯及回部阿音木伯克貝子色提巴爾第等十一人,喀 什喝爾四品ロ葛匝納齊伯克

愛達爾之子鳥魯克等三人,金 川木坪宣慰司嘉勒燦嚢康等四十四人,賜 食.〕

八月六 日 上詣須彌福壽廟,拮 香.

八月八 日 上詣普陀宗乗廟,拮 香.

八月十一 日 上御避暑山荘宮門,土 爾雇特漢策凌那木札爾等七人,及 朝鮮正

使錦城尉朴明源等三人,同 時入,恭 祝萬壽,脆 請聖安.

(8)澹 泊敬誠殿 と依清暖殿 は熱河行宮中公式の用 に使 われ る建物であ り,煙 波致爽殿 と

雲山勝地楼は皇帝の 日常の居殿であ る(『北京歴史地図集』p,49).
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〔八月十二日(戊 午)上 御巻阿勝境,賜 班輝額爾徳尼及雇從王,公,大 臣,蒙

古王,公,貝 勒,額 鮒,台 吉,杜 爾伯特汗璃克蘇爾孔布等五人,土 爾雇特

汗策凌納木孔勒等九人,鳥 梁海散秩大臣伊素特等三人,回 部郡王窪集斯等

及阿音木伯克貝子色提巴爾第等十一人,喀 什幅爾四品嗜匝納齊伯克愛達爾

之子鳥魯克等三人,朝 鮮使臣錦城尉朴明源等三人,金 川木坪宣慰司嘉勒燦

嚢康等四十四人宴.〕

八月十三日 萬壽聖節.上 御澹泊敬誠殿,受 王公大臣,官 員,及 蒙古王公,

貝勒,額 鮒,台 吉,回 部郡王窪集斯等,並 阿奇木伯克,貝 子色提布阿爾第

十一人,杜 爾伯特漢璃克蘇爾札布等九人,朝 鮮正使錦城尉朴明源等三人,

悟梁海散秩大臣伊素特等三人,喀 什蟷爾四品鳴哨納齊伯克愛達爾之子烏魯

克等三人,木 坪宣慰司堅木参嚢康等四十四人慶賀禮.禮 畢,並 命随至巻阿

勝境,賜 茶果.
(9
〔八月二十八 日(甲戌)勅 諭班繹額爾徳尼日「爾以朕七旬萬壽來京祝椴,朕 詞及

達頼嘲噺呼畢勒牢學業,爾 奏禰,「 呼畢勒牢年現長成,深 明経典」朕聞,不

勝欣喜.特 派大臣呼圖克圖,齎 持金冊往封.薙 以爾教訓呼畢勒牢,學 習経

典,奉 持清戒,廣 揚繹教,使 番民蒙福,朕 甚嘉焉.故 特頒賞幣物,爾 其祇

受,嗣 後宜仰膿朕心、扶持達頼劇嚇,大 興黄教,為 天朝億萬年延洪栴慶.
9)

特諭.〕

九月七日 上恭謁昭西陵,孝 陵,孝 東陵,景 陵 ・… 駐躍桃花寺,拮 香.

九月十 日 上至徳壽寺,拮 香.駐 澤旧衙門.

九月十六日 上恭謁泰陵.駕 未至碑亭,即 降輿歩入降恩門,至 降恩殿,上 香,

詣實城前,行 禮.

九月十九 日 上詣宗鏡大昭之廟,拮 香.是 日駐鐸静宜園.

九月二十 日 上至静明園仁育宮,拮 香.詣 安彷宮,行 禮.駐 躍圓明園.

九月二十一日 上詣思慕寺永寧寺,拮 香.

(9)こ の記事 は 『起居注』にはないが 『満文上諭棺』八 月二十八 日に全文 の記載 がある.
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九月二十五日 上詣大高玄殿,壽 皇殿,拮 香,行 禮.

九月二十六日 上詣雍和宮,西 黄寺,弘 仁寺,壽 康宮,拮 香.

十月三日 上御保和殿,賜 班暉額爾徳尼並章嘉胡圖克圖等宴.賞 賓練鍛等物

有差.

十月八 日 上詣弘仁寺,仁 壽寺,極 楽世界,拮 香.

十月二十二 日 上詣雍和宮,關 福寺,拮 香.

十一月一 日～七 日 大高玄殿拮香.

まず目につくのは 『起居注』と『実録』の齪飴である.七 月二十四日,七 月二

十五 日,八 月十二 日の三日は 『実録』には皇帝とパ ンチェンとの会見の記述があ

るのに 『起居注』には存在 しない.ま た,乾 隆帝の誕生日である八月十三日その

日に 『起居注』『実録』ともにパンチェンの名が挙げられていない.パ ンチェン

来錫の目的は乾隆帝七十寿の賀の祝福であったのだから奇妙なことである。ま

た,『起居注』『実録』におけるパ ンチェンに言及 した史料 を見る限 り,パ ン

チェンと乾隆帝の交流は非常に簡単な ものであったように見受けられる.し か

し,事 実は全 く逆である.次 節ではパ ンチェンの行動か ら乾隆帝との会見の様

相を検討する.

3.2.チ ベ ッ ト史料 か ら見 たパ ンチ ェンの訪清

以下に提示したのは 『パ ンチェン四世伝』(P4N>に 基づいて作成したパンチェ

ン訪清の日程表である.記 述の整理の基準は皇帝との会見の有無 を中心にして

いる.会 見が行なわれた日には★印を付 し,皇 帝がパンチェンに問安の使者を

派遣したと記述のある日には☆印を付した.

(10)

★ 七 月二 十 一(二 十 二)日(168b3)パ ンチ ェ ン,熱 河行 宮 にて乾 隆帝 と初会 見.

(10)P4Nに は七月二十一 日の記事 が なく,二 十二 日の記事が二回現れ るので,最 初 の二

十二 日を二十一 日と訂正 した,同 じ事 は九月十九 日につい ても言 える.
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★ 七 月 二 十 二 日(178a5)皇 帝,須 彌 福 壽 廟 を訪 問 しパ ンチ ェ ンの 長 寿 祈 願 を

行 な う.

☆ 七 月 二 十 三 日(183a5)六 皇 子,五 公 主,八 皇 子,十 一 皇 子,須 彌 福 壽 廟 に

パ ンチ ェ ンを訪 問.

★ 七 月 二 十 四 日(185b6)皇 帝 とパ ンチ ェ ン,萬 樹 園 の大 テ ン トで 宴 会.

☆ 七 月 二 十 五 日(190a3)皇 帝 の言 葉 に よ り宮 中 で観 劇.

七 月 二 十 六 日(193a5)パ ンチ ェ ン,普 陀 宗 乗 之 廟 にて 皇 帝 の 長 寿 と政 治 の

祈 願 を行 う.千 人 に手 灌 頂 を授 け る.

☆ 七 月 二 十 七 日(193b6)皇 帝 か ら使 者.殊 像 寺 に招 か れ 祝 福 を授 け る.

★ 七 月二 十 九 日(194b4)普 寧 寺 の 宗教 舞 踏 劇('chams)に 皇 帝 と と もに臨 席 す

る.

☆ 八 月 一 日(195b2)皇 帝,パ ンチ ェ ンに 自分 の食 事 を届 け,つ い で 数 珠 の 加

持 を願 う.

☆ 八 月 三 日(196a4)皇 帝,パ ンチ ェ ンに玉 印 を授 与.

☆ 八 月 四 日(197b3)皇 帝 の 言 葉 に よ り宮 中 で 観 劇.

☆ 八 月五 日(197b4)普 寧 寺,普 陀宗 乗 之 廟,博 善 寺,博 仁 寺,普 佑 寺,安 遠

廟 等 熱 河 の 十 寺 の 資 金 提 供 の も と,須 彌福 壽 廟 で パ ンチ ェ ンが 導 師 とな っ

て 法 要 を挙 行.

★ 八 月六 日(198b5)皇 帝 の資 金 提 供 の も と須 彌 福 壽 廟 で 祈 願 会 を挙 行.パ ン

チ ェ ンの 随 員 の 中か ら須 彌 福 壽 廟 の運 営 の た め に数 名 を残 す事 を決 定.

★ 八 月七 日(201a4)皇 帝 臨 席 の も とパ ンチ ェ ンが 導 師 と な って 皇 帝 の た め の

長 寿 儀 軌 を宮 中で 修 法.

★ 八 月八 日(206a5)普 陀 宗 乗 之 廟 でパ ンチ ェ ン と皇 帝 法 要.

☆ 八 月十 日(207a4)宮 中 よ り問 安 の 使 者 と と も に カ ター と皇 帝 の 食 物 が 送 ら

れ て 来 る.

八 月十 一 日(207b3)朝 鮮 使 節 と須 彌福 壽 廟 に て会 見.

☆ 八 月十 二 日(208b4)皇 帝 の言 葉 に よ っ て宮 中で 観 劇.博 仁 寺,十 地 寺,普
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佑 寺,普 楽 寺,安 遠 廟 を拝 観 して 須 彌 福 壽 廟 へ 帰 還.

★ 八 月 十 三 日(209a5)万 寿 節 当 日.皇 帝 臨 席 の も と,パ ンチ ェ ン,チ ャ ン

キ ャが 長 寿 儀 軌 を宮 中で 修 法.

★ 八 月十 四 日(211a5)皇 帝 とパ ンチ ェ ン,萬 樹 園 に黄 色 い テ ン トをは っ て 宴

会.

☆ 八 月十 五 日(214b2)皇 帝 の使 者,浄 土 マ ン ダ ラ,金 瓶 等 を布 施.

★ 八 月十 六 日(214b6)皇 帝 と と もに宮 中 で観 劇.

☆ 八 月十 七 日(215a5)殊 像 寺 に お い て ハ ル ハ,ジ ュ ンガ ル,ハ ラ チ ン,ホ ル

チ ン等 の472人 に具 足 戒 。千 人 に手 灌頂 を授 け る.皇 帝 か ら聖 安 の使 い.

(11)

★ 八 月十 八 日(215b4)宮 中で 内廷 の ラマ と皇 帝 に会 う.白 チ ャク ラサ ンヴ ァラ

の長 寿 儀 式 を行 な う.

★ 八 月 十 九 日(216b2)皇 帝 とパ ンチ ェ ン,宮 園 の テ ン トで宴 会.

☆ 八 月二 十 日(219a1)皇 帝 の使 者,カ ター,金 椀 等 を布 施.

八 月 二 十 一 日(219a4)須 彌 福 壽 廟 の最 後 方 に位 置 す る瑠 璃 宝 塔 の拝 観.乾

隆帝 の転 生譜 を折 り込 ん だ 長 寿 祈 願 を著 作.

★ 八 月 二 十 二 日(219b3)須 彌福 壽 廟 の経 呪 の儀 軌 を うち た て るべ く刷 新 した

人事 の も と,金 剛怖 畏 の我 生 法 等 を行 う.皇 帝 の使 者,青 金 石 の鉢,金 瓶

等 を布施.普 寧 寺,溝 善 寺 を拝 観.

☆ 八 月 二 十 三 日(220b3)皇 帝 の 父 の供 養 の た め に 第 六 皇 子 とチ ャ ン キ ャ に

よっ て須 彌福 壽廟 の法 要 の 導 師 に招 か れ る.

★ 八 月 二 十 四 日(221a4)皇 帝 が須 彌福 壽 廟 へ 来 て北 京 で の 予 定 を告 げ る.

八 月 二 十 五 日(222b5)須 彌 福 壽 廟 を出 発.北 京 に向 か う.

九 月 一 日(223b6)北 京 の 黄 寺 へ 到 着.チ ャ ン キ ャの 訪 問 を受 け る.

☆ 九 月 二 日(224b4)第 六 皇 子 訪 問.黄 寺 の 僧 の 供 養 を受 け る.

☆ 九 月 三 日(225a2)圓 明 園 に行 き園内 外 の 寺 を祝 福.熱 河 の乾 隆 帝 よ りダ ラ

(11)Skt.cakrasalpvara,Tib.bdemchog.通 常,勝 楽 タ ン トラ と和 訳 さ れ る.
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イ に送 る勅 書 の写 しが 送 られ て 来 る.圓 明 園 泊.

九 月 四 日(227al)園 中 の諸 仏 堂 を祝 福.圓 明 園 泊.

九 月 五 日(227b2)圓 明 園 よ り黄 寺 へ 帰 還.

九 月 六 日(229b2)黄 寺 にお い て三 千 人 と会見.

☆ 九 月 八 日(230al)北 京 の南 に あ る南 苑 で東 陵 か ら西 陵 へ 向 か う途 上 の皇 帝

を迎 え る た め,パ ンチ ェ ンは黄 寺 を出発.南 苑 内 永慕 寺 泊.

★ 九 月 九 日(231al)皇 帝 と南 苑 で 会合.

九 月 十 日(231b1)皇 帝 は西 陵 へ 参 拝.パ ンチ ェ ン は黄 寺 へ 帰 還.

九 月 十 二 日(231b4)第 六 皇 子 とチ ャ ンキ ャが属 従 して,安 定 門,神 武 門 を

通 っ て紫 禁城 内 の寺 を巡礼.黄 寺 に 帰 還.

☆ 九 月 十 三 日(233a4)安 定 門 を経 由 して雍 和 宮,永 安 寺 の 白塔 を祝福.皇 帝

は第 六 皇 子 とチ ャ ンキ ャを通 じてチ ベ ッ トの タシ ル ンポ寺 に御 筆 の 額 を贈

る 旨 を伝 え る.城 内泊.

☆ 九 月 十 四 日(234a2)弘 仁 寺 にお い て皇 帝 の長 寿 祈 願 法 要.白 傘 寺,浄 土 寺

等 を拝 観.黄 寺 に帰 還.

九 月 十五 日(236b2)第 六 皇 子 とチ ャ ンキ ャ と と もに徳 勝 門,西 直 門 をぬ け

て筏 で 萬 壽 山 へ 巡 礼.

九 月 十六 日(238a2)萬 壽 山 の裏 に あ る 四大 部 洲 を拝 観 して 昭廟 へ 行 く.

九 月 十七 日(238b3)昭 廟 落 慶 の た め に前 行 を修 す.

★ 九 月 十八 日(238b5)西 陵 か ら帰 還 した皇 帝 臨 席 の も と昭 廟 の シ ャ カ ムニ 仏

の 御 前 で 昭 廟 を落 慶.夜 半,皇 帝 か らテ モ トゥル クの 化 身 の 認 定 を頼 まれ

る.

☆ 九 月十 九(二 十)日(239b2)パ ンチ ェ ン,テ モ トゥル ク の認 定承 認 の手紙 を

皇 帝 に出 す.香 山 の 中 にあ る諸 寺 を第 六 皇 子 とチ ャ ンキ ャ と と もに 訪 問 し

(12)

祝 福.皇 帝 よ り昭 廟 落 慶 の布 施 と して カ ター,服 等 を賜 る.

(12)布 施 の 品 目 は 『内務 府 奏 錆 』no.362,pp.140-143に 詳 しい.
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★ 九 月二 十 日(240a6)圓 明 園 で 皇 帝 と会 見.黄 寺 に帰 還 す る.

★ 九 月 二 十 四 日(241a3)圓 明 園 か ら北 京 に帰 京 した皇 帝 を 中正 殿 で迎 え る.

黄 寺 に帰 還 す る.

★ 九 月 二 十 五 日(241b2)皇 帝,黄 寺 にパ ンチ ェ ン を訪 問.

☆ 十 月 一 日(242b3)皇 帝,満 州 語 の 『般 若 波羅 蜜 多経 』 を布 施.

☆ 十 月 二 日(243a2)皇 帝 の使 者,パ ンチ ェ ンの従 者 に冬 の 帽子 を贈 る.

★ 十 月 三 日(243a3)皇 帝 とパ ンチ ェ ン,保 和 殿 に て 宴 会.

☆ 十 月 四 日(245a5)皇 帝 の使 者,数 珠,金 椀 を布 施.
(13)

☆ 十 月五 日(245b1)皇 帝,絵 師 を 派遣 して パ ンチ ェ ンの 肖像 を描 か せ る.

☆ 十 月六 日(246a1)皇 帝 の 使 者,カ タ ーや 金 剛 鈴 を布 施.

★ 十 月 八 日(246a4)徳 勝 門経 由 で皇 城 内 に.栴 檀 仏 の御 前 で皇 帝 臨席 の も と

1000人 規 模 の 集 会 の 導 師 と な って 法 要.黄 寺 に帰 還.

☆ 十 月十 一 口(247a4)皇 帝 よ り使 者.

☆ 十 月 十 四 日(247b4)皇 帝 か ら明 朝 時代 の 観 音 の仏 画 が 送 られ る.雍 和 宮,

弘仁 寺,嵩 祝 寺等 北 京 二 十八 ヵ寺 と提 携 して 乾 隆 帝 の健 康 と政 治 とゲ ル ク

派 の発 展 を祈 る祈 願 法 要 を挙 行.

☆ 十 月 十 五 日(248b2)皇 帝,第 六 皇子 を通 じて,冬 の住 居 に つ い て の提 案 を

す る.

★ 十 月 二 十 二 日(249b4)雍 和 宮 の 集 会殿 に招 聰 され て 皇 帝 臨 席 の も と2000人

規 模 の法 要.皇 帝 の長 寿 と政 治 の繁 栄 を祈 願.黄 寺 に帰 還.

☆ 十 月 二 十 四 日(251b3)発 病.

十 月 二 十 六 日(252bl)安 定 門経 由で 嵩 祝 寺 を訪 問 しチ ャ ンキ ャに授 法.

★ 十 月 二 十 七 日(254b3)皇 帝,黄 寺 にパ ンチ ェ ン を訪 問.

☆ 十 月 二 十八 日(258b6)チ ャ ンキ ャ,第 六 皇 子 そ の他 パ ンチ ェ ンを見 舞 う.

(13)こ の 時 描 か れ た と思 わ れ る 肖像 は 『清 宮 蔵 傳 佛 教 文 物 』(pp.33-34)に 収 録 され て い

る.
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★ 十 月 二 十 九 日(261bl)皇 帝,パ ンチ ェ ン に医 者 を派 遣 し自 ら も見 舞 う.

☆ 十 月 三 十 日(263a4)チ ャ ンキ ャ と第六 皇 子,パ ンチ ェ ンの病 気 快 癒 祈 願 の

法 要 を北 京 の諸 寺 に行 な わせ る.
(14)

☆ 十 一 月 一 日(264a3)戌 時,パ ンチ ェ ン円寂.

以 上 の 略 日程 を見 る と 『起居 注』に おい て 皇 帝 が須 彌 福 壽 廟(七 月二 十 二 日,

(15)(16)

八月六日),普 陀宗乗之廟(八 月八日),徳 壽寺(九 月十日 〔九日〕),昭廟(九 月

十九日〔十八日〕),大 高玄殿(九 月二十五 日〔二十四日〕),雍和宮 ・西黄寺(九

月二十六日〔二十五日〕),弘仁寺(十 月八日),雍 和宮(十 月二十二日)へ 行幸 し

たとのみ記されている場合でも,そ の地において乾隆帝 とパ ンチェンが会見 し

ていたこと,回 数だけをとってみても乾隆帝とパンチェンは三 ヶ月の問,少 な

くとも二十三回は実際に会っていたこと,ま た,会 合のなかった日にも皇帝か

らの使者が往来し問安 ・布施が行なわれていたこと等が解る.ま た,『起居注』

『実録』両者にパンチェンの名の記載がある場合は(七 月二十一日,十 月三日)チ

ベ ット史料からも乾隆帝 とパンチェンの会合 を確認することができるが,『実

録』のみにしか言及のない日(七 月二十四日,七 月二十五 日,八 月十二日)に お

いては七月二十四日を除けばチベッ ト史料 に皇帝との会見記事は存在 しない.

従って会見の存在は疑問視 されよう.

次に,パ ンチェン伝には記載されており,『実録』『起居注』等には記載されて

いない両者の直接の会見(普 寧寺七月二十九日,宮 中八月七日,八 月十三日,萬

樹園八月十四日,宮 中八月十六日,八 月十八 日,八 月十九 日,須 彌福壽廟八月

二十二日,八 月二十四日,西 黄寺十月二十七ロ)に 注目する.こ れらの日々にパ

ンチェンは万寿節に参加 した他の王侯 とは別に,法 要や観劇を行なっていた.

(14)『内務府奏錆 』no.361,p.66に パ ンチェン死亡時の漢方医 の報告が収録 されている.

(15)旧 衙 門の東南 に徳壽寺 が,東 北 に永慕 寺がある(『北京歴史地図集』p.38).

(16)〔 〕内 はチベ ッ ト暦 の 日数で ある.チ ベ ッ ト暦 では八 月が三十 日まであ り,漢 暦では

二十 九日まで しかないために九月の 日程 はチベ ッ ト暦 と漢暦では一 日ずつずれる.
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例えば万寿節の行なわれた八月十三日はパ ンチェンの名は 『起居注』にも.『実

録』にも見えない.こ の日の 『実録』の条項には,官 吏を派遣 して諸廟,諸 陵を

祭 り,『実録』に名前が見 られる内外の王侯官吏によって慶賀の礼が行なわれる

等,例 年とほとんど同 じ記載がなされている.こ の記述を見る限りでは万寿節

の行事は皇帝が臣下の慶賀の礼を受けるという非常に中国的な儀礼が中心で

あったように見える,し かしチベット史料にはこの日パンチェンは皇帝臨席の

もと宮中において,内 廷のラマとともに長寿儀軌を修法 していたことが記され

ている.

つまり,『起居注』『実録』には皇帝の行動の中でも儒教儀礼にのっとってい

たもののみが記事として採録 されてお り,中 華帝国の理念から逸脱 した 「異例」

な会見や儀礼は無視 されていたことが解るのである.こ のことから単純に,仏

教の法要は政務 とは異なる私的なことであった故に採録されなかった,従 って

研究する程の重要性はない,と 結論づけることはできない.以 下本稿 に述べる

ように乾隆帝がパンチェンとの会見の際に行なった行動は朝鮮使節を始めとし

くの人々の目前でだなわれたものであった.ま た,そ れは他の王侯に対する

ものとも大きく異なったものであった.乾 隆帝がパ ンチェンとの会見でとった

行動は当人の意図はどうであれ臣下の目に映る皇帝像の一面を形成することに

なっていたのである.清 朝国家の性質を考える上でも,漢 文史料から意図的に

排除されたチベット仏教文化の世界を復元することは十分に意味を有する作業

と言えよう.

4.パ ンチ ェンの訪清間の活動,並 びに,乾 隆帝 の対応

4。1.パ ンチ ェンの訪清 間の活動

本章では,パ ンチェンと乾隆帝の行動を諸側面から明らかにしていきたい.

パンチェンの清朝滞在期間になされた行動は五種類に整理できる,

(a)皇 帝のために長寿や政治の繁栄 を祈願する法要の挙行

パンチェン訪清の目的はこの長寿儀軌の修法にある.長 寿儀軌は八月七 日と
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乾隆帝の誕生日の八月十三日の両 日に行なわれたが,八 月七日のものが記述も

詳 しく最も重要な儀式であったと見 られる.こ の入月七日の法要の詳細につい

ては第5節 で注解する.

(b)諸 寺廟の祝福

パ ンチェンは皇帝の求めに応 じて(P4N,221b1-222a1),熱 河滞在の期間は熱

河に存在する諸寺 を,北 京滞在の問には,紫 禁城,並 びに皇城(弘 仁寺,雍 和

宮etc.),西 苑(圓 明園,清 宜園に存在する諸寺院)の 諸寺を訪問 した.そ の際

パ ンチェンは寺内の仏像を供養 し,皇 帝の御座にカターを献 じて祝福 し,法 要

の導師を勤める等のことをした.

(c)昭 廟落慶

北京滞在期間中の最大の行事がこの昭廟落慶である.昭 廟はパンチェンの来錫

を記念 してチベットの都 ラサの中心に位置する仏殿,通 称ジョカン(Tib.'phrul
(17)

snang,C㎞.大 昭 寺)に な らって建 立 され た もの で あ る.九 月 十 九 日 に行 な われ た

(18)
落慶法要には皇帝 も臨席 し,そ の時降った雨は吉祥の華の雨と見なされ,記 念の

(19>
碑文が建立されている.

(d)伝 法活動

皇帝が出御する前の宴席や黄寺等でパンチェンは内外のモンゴル王公や満漢

官吏並びに,千 人単位の民衆に謁見をし灌頂や授法を行なっている.ま た,内

外のモンゴル人,チ ベット人沙弥への授戒 も数百人単位で行なっていた(P4N,

passim).

(e)宗 派内事務

以上の伝法活動に加えて,パ ンチェンは寺廟の機構の整頓,化 身の認定,ダ ラ

(17)ジ ョカ ンには唐 の文成公主が中国か ら将来 したシャカムニ仏90bo)が まつ られてお

り,ラ サ随一 の聖地 となっている.

(18)九 月二十二 日の奏錆 に,パ ンチェ ンとチ ャンキ ャが衆 ラマ を率いて謝恩 した際 に,

十九 日の落慶供養の際,皇 帝が現れた時丁度雨が降 り始 めたことに触 れ,皇 帝の誠が

天 を動か した とし,吉 兆 である と述べ た旨が記 されている(『内務府奏錆』no.361,

九月二十二 日〉.

(豆9)註(5)参 照.
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イ ラマ の冊 封 等,宗 教 的 で は あ る もの の多 少 政 治色 の強 い事 務 を行 な っ てい る.

まず,八 月 六 日に は熱 河 の 須 彌福 壽 廟 の役 職 者 の任 命 を行 な い,学 問 の シ ス

テ ム を確 立 した(P4N,199b4-200a3,217bl-6).こ れ はゲ ル ク派が 新 し く僧 院 を

建 立 す る際 に普 通 に行 な われ る手 順 で あ る.

八 月 十 四 日の 宴 会 の席 上 で乾 隆帝 は ダ ラ イ ラマ の 冊 封 をパ ンチ ェ ン に提 案 し

た.時 の ダ ラ イ ラマ 八 世 ジ ャ ムペ ー ・ギ ャ ム ッ ォ('jamdpalrgyamtsho)は 当 時

(20)
二 十 二 才 で あ り,パ ンチ ェ ン四世 を 師 と して い た.そ の よ う な背 景 か ら八 月 十

四 日の 宴会 の 際 に乾 隆帝 はパ ンチ ェ ンに ダ ラ イ ラマ の 学 問 の 進 展 度 を詳 し く問

うて お り,パ ンチ ェ ン も具 体 的 な経 書 の名 前 を挙 げ てそ れ に答 え て い る.そ し

て乾 隆帝 はパ ンチ ェ ンに,か つ て前 世 の 諸 ダ ラ イ ラマ が 中 国 皇 帝 か ら封 冊 を受

け て い た よ うに,八 世 ダ ラ イ ラマ に も封 冊 を授 け る こ と を提 案 した.パ ンチ ェ

ンは そ れ に 同意 し(P4N,213a3-214b1),九 月三 日に は乾 隆 帝 か らパ ンチ ェ ンヘ

ダ ラ イ ラマ封 冊 の 勅 書 の 写 しが 送 られ て きた(P4N,225a4-b4).パ ンチ ェ ンの

閲覧 を経 て ダ ラ イ ラ マ を冊 封 す る 上 諭 が 下 され た の は 十 月十 日の こ とで あ っ

た.そ の 内容 の全 文 は 『満 文 上諭 棺 』に納 め られ てい る.こ れ に よ る と乾 隆帝 は

パ ンチ ェ ンか ら聞 い た ダ ライ ラマ の 学 問 の進 歩 を賞 賛 した上 で ,先 代 の ダ ラ イ

ラマ の よ う に仏教 の興 隆 を行 な い,チ ベ ッ トの僧 俗 の民 に泰 平 を もた らす こ と

を要 請 して金 印,金 冊 を贈 る と述 べ,ま た,「 チ ベ ッ ト方 面 の 全 て の事 を配 下 の

大 臣(bka'blon)を 統 率 して,と もに相 談 して よ く処 理 し,駐 蔵 大 臣 を通 じて 私
(21>

に 上 奏 す る な ら,チ ベ ッ トの 事 に利 益 が 大 きい」 と述 べ て い る.ま た,九 月 十

八 日に は 内廷 の ラマ,テ モ トゥル ク(Tib.demosprulsku,Chn.第 穆 胡 圖 克 圖)

の 化 身 認 定作 業 に も関 与 して い る(P4N,239a4-b6),

さ らに,現 在 残 さ れ て い るチ ベ ッ ト史 料 並 び に満 漢 の櫨 案 に至 る まで,両 者

の 会 見 の席 上 で行 な わ れ て い た会 話 は全 て 宗 教 に関 した もの で あ っ た.全 て の

(20)チ ベ ッ トでは ダラ イラマが幼少の折はパ ンチ ェンが,パ ンチ ェンが幼少の時 にはダ

ライ ラマが宗教上 の師 となるのが通例 である.

(21)こ の上諭 の抄 文は 『実 録』に も採録 されている(『実録』巻千百十六,17ab).
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例 を挙 げ る こ とは 不 可 能 で あ るが,例 えば,内 務 府 の奏 錆 に も皇帝 が パ ンチ ェ

ン に問 安 を行 な う際 に,パ ンチ ェ ンの 将 来 した仏 像 の 起源 を問 うて い た 旨 を伝

え る文 書 が 残 さ れ て い る(『 内 務 府 奏 錆 』no.362,p.456,十 月一 日).

以 上 の こ とか ら,パ ンチ ェ ンの 活 動 内 容 は 現 在 の 史料 か ら見 る限 り,公 私 に

わ た り仏 教 色 一 色 で あ った こ と を知 る こ とが で き る.さ ら に乾 隆帝 側 の 公式 の

対 応 を以 下 に見 て行 きた い.

4.2.乾 隆 帝 の 対 応

乾 隆帝 はパ ン チ ェ ンに対 して,外 藩 の どの 国 の 王 侯 と も異 な る異 例 の 厚 遇 を

与 え て い た.こ れ らの 接 待 内容 はパ ンチ ェ ン と乾 隆 帝 の 関 係 を考 え る上 で非 常

に示 唆 に富 む もの で あ る.以 下 に従 来 の 指 摘 に新 しい 項 目 を加 えて そ の 内 容 に

つ い て検 討 して い きた い.

パ ンチ ェ ンが訪 清 の 道 中 にお い て,ま た,中 国 に到 着 して以 後,熱 河 や北 京 の

宮 城 内 を移 動 す る際 に使 用 して い た輿 は 皇帝 所 用 の もので あ っ た(P4N,169b5,

170a5-b3,175a4.張 羽 新1988,p.120).パ ンチ ェ ンが 輿 に乗 っ て宮 中へ 出 入 す

る際 に は皇 帝 の行 幸 の 際 と同 じ音 楽 が 奏 せ られ,同 じ歯 簿 が 陳 列 され て い た

(P4N.171al-3,176b2-4,230a2-4).

パ ンチ ェ ンが 中 国 に滞 在 す る期 間起 居 す る寺 と して,熱 河 に はパ ンチ ェ ンの

チベ ッ トで の 座 林 寺 タ シル ンポ(bkrashislhunpo)に な らっ て建 立 され た 須 彌福

壽 廟,北 京 で は こ れ もパ ンチ ェ ンの接 待 の た め に特 別 に建 立 され た 西 黄 寺 が 用

意 され た.こ れ らの両 寺 に は い ず れ も皇 帝 の居 住 す る家 屋 のみ に許 され た金 瓦
(22)

が使 用 され て い た.

また,熱 河 に到 着 し て初 め て 乾 隆 帝 と会 見 した 日 か ら死 に至 る まで,パ ン

チ ェ ンは 乾 隆 帝 に対 して 一 回 も叩 頭 を行 な って い ない(P4N.171b5-6).皇 帝 に

対 して公 式 に 謝恩 を行 な う際 に もパ ンチ ェ ンは叩 頭 を行 な う こ とを免 除 され て

(22)黄 金之屋今皇帝之所不能居也.彼 班暉何人者曇然而擦之乎(『熱河 日記』 「班縄始末」

ラb).
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い た(九 月 二 十 日の 昭廟 落慶 後 の謝 恩 の際 も(『 内務 府奏 錆 』no。361,九 月 二 十二

日),十 月 三 日の保 和 殿 の宴 会 後 の 謝 恩 の 際 も(『 内 務 府 奏錆 』no.362,pp。48g-

491,十 月 五 日),パ ンチ ェ ンが 脆 こ う とす る と 「臣,永 貴 は す ぐにパ ンチ ェ ンエ

ル デニ を助 け て立 たせ た(wakiyameilibuha)」 とあ る.叩 頭 は臣 下 が 皇帝 に拝 礼

す る に際 して必 ず 行 な う もの で あ るか ら,パ ンチ ェ ンは 臣礼 を とる こ とが必 要

とみ な さ れ て い なか っ た こ と に な る.そ の か わ り二 人 は 会 見 の た び ご とに そ の

最 初 に カ タ ー を交 わ して挨 拶 を行 な っ て い た.カ タ ー(Tib.khabtags,lhardzas;

Chn.恰 達)と は 白い 絹 の ス カー フで あ り,こ の布 を交 わす こ とに よ っ て高 位 の

人 に挨 拶 を行 な う こ と は現 在 もチ ベ ッ ト人 の 挨拶 儀 礼 と して生 活 に根 付 い て い

(23)
る もの で あ る.

皇 帝 とパ ンチ ェ ンは 同 じ高 さ の座 につ い て い た(P4N,201b4-5).あ る箇 所 で

は そ れ は一 つ の座 席(bzhUgs㎞ri)に 二 つ の 褥(bzhugsgdan)を しつ らえ て い た

と表 現 さ れ て い8?P4N,172a2-3,174a2-3,179a3,199b1,221a6-b1).

また,他 民族 の王 侯 を交 えた宴 席 におい て もパ ンチ ェ ンは常 に皇 帝 の一 番 近 く

に 同 じ高 さの座 につ き,皇 帝 は南 面,パ ンチ ェ ンは 東面 して いた(P4N,186b1.4,

212al-2).八 月 十 一 日 に朝 鮮 使 節 が パ ンチ ェ ン と会 見 した時 に はパ ンチ ェ ンは
(25)

南 面 して い た.こ の東 面 の 解 釈 につ い て は後 述 す る.そ して,着 座 も御 茶 を口

にす る の も同 時 で あ っ た(P4N,173a6,181al-5,187a2-3).

ま た,パ ンチ ェ ン は皇 帝 の 入 退 場 に際 して 送 迎 の 労 を と る こ と を免 じられ て

い 薙6/P4N,178b34,182bl,196b2,243bl.2、 張 羽 新1988,P.121),逆 に パ ン

チ ェ ンが 皇 帝 を訪 問 す る 場 合 に は,皇 帝 の い る部 屋 の 控 え の 問(gzimschung

(23)見 班縄 者必 執拍為禮.而 皇帝毎見必執黄帖云(『熱河 日記』 「孔什倫布」2b).

(24)皇 帝冠無頂 紅糸糸帽子衣黒衣,坐 織金厚褥盤股坐.班 暉戴金笠衣黄衣,坐 織 金厚褥跡

跣梢東前.坐 一楊雨褥膝相聯也.数 々傾 身相語 々,時 必爾相帯笑含激,数 々進茶(『熱

河 日記 』「孔什倫 布」5a).

(25)班 暉珈 鉄南 向坐(『熱河 日記』「礼什倫布」2a>.

(26)千 官班立時,班 暉 濁先至坐楊上.・ … 皇帝錐四五 間降輿疾趨至,雨 手執班縄手,爾

相播搦 相視笑語.(『 熱河 日記』「礼什倫布」4b-5a).
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nangma'i'gag)ま で 輿 に乗 っ た ま ま 入場 す る こ とが で きた(P4N,171a5.6,

190b3-4,201b3-4).百 官 が 宮 中 に入 る際 に は,門 前 の下 馬 碑 の と ころ で 全 員 が

下馬 して 歩 か ね ば な ら なか った こ と を思 う と,こ れ は破 格 の厚 遇 で あ る.

さ らに,乾 隆帝 は 臣下 を してパ ンチ ェ ンに 臣礼 を と ら しめ て い た.パ ンチ ェ

ンが 熱 河 に 到 着 した 日,パ ンチ ェ ン は 孔 雀 の 羽飾 を帽 子 につ け た 内 廷 の大 臣

(nanggiblonpochechung)や 官 吏 に騎 馬 で迎 接 され た.一 行 は パ ンチ ェ ンの も

とに到 着 す る と雇 従 の もの と と と もに下 馬 して三 回叩 頭 を行 ない対 面 の カ ター

を献 じ,灌 頂 を願 って い た(P4N,168b3-5).三 回 の叩 頭 とは皇 帝 に対 す る礼 と

同 じ もの で あ る.『 熱 河 日記 』に も宴 席 でパ ンチ ェ ンが 人 々 か ら叩 頭 を受 けて い

(27)
た様が目撃 されている.ま た,乾 隆帝は万寿節を祝うため八月十一日に入観 し

た朝鮮使節をその日のうちにパ ンチェンに会見 させた(P4N,207b6-208a4).

『熱河日記』によると,朝 鮮使節は,こ の会見の際にパンチェンに対 して拝叩の

礼を行うよう要請 されたが,「拝叩は天子に行うべ きもので,異 国の僧におこな

うつもりはない」とこれを強 く拒否 した.し か し軍機大臣は,皇 帝や皇太子 も

パ ンチェンに叩頭 していることを述べた上で重ねて叩頭を要請 し,さ らに礼部

の役人が帽子を床に投げ付ける等 して激高 したために,朝 鮮使節は仕方なく会

見に望んだことが記 されている.

軍機大臣初言,「皇上也叩頭,皇 六子也叩頭,和 碩額附也叩頭.今 使臣當

行拝叩.」 使臣朝既争之禮部.日 「拝叩之禮,行 之天子之庭.今 奈何以敬

天子之禮,施 之番僧乎.」 争言不已.禮 部 日 「皇上遇之以師禮.使 臣奉皇

詔禮宜如之.」 使臣不肯去,堅 立争甚力.尚 書徳保怒,脱 帽,郷 地,投

身,仰 臥坑上,高 聲日,「亟去亟去」手鷹使臣出.今 軍機有言而使臣若不

聞也,提 督引使臣.至 班暉前(『熱河 日記』「札什倫布」2b-3a).

さらに,同 日記によると軍機大臣はパンチェンに従う時には僧服 に着替えて

(27)一 品輔國公輩 及廷 臣貴 顯者多趨 至楊下,脱 帽叩頭 。班 暉皆親 手為.一 摩 頂則起 出

(『熱河 日記』 「孔什倫布 」4b-5a).

(45)



(28)

い た.ま た,現 在 まで 残 され て い る 乾 隆 帝 の 肖像 画等 か ら推 測 す る と,乾 隆帝

(29)
も儀 礼 の 際 に は僧 服 を着 用 して い た可 能性 が高 い.

パ ンチ ェ ン に対 す る乾 隆 帝 の厚 遇 を示 す そ の他 の有 名 な逸 話 と して は,乾 隆

帝 は パ ンチ ェ ン との 会 見 に備 え て チ ベ ッ ト語 の 日常 会 話 を チ ャ ン キ ャ よ り学 ん

で い た こ と(P4N,182a4-5;張 羽 新1988,p.121;郭 美 蘭1992,p.145),当 時

もっ と も乾 隆帝 の 寵愛 を受 け て い た 第六 皇 子 と第五 公 主,並 び にチ ャ ン キ ャ大

国 師 を接 待(zhabsphyi)に あ て て い た こ と等 が 挙 げ られ る(P4N,passim;張 羽

新1989,pp.73-74).

4.3.人 々 の 反 応

こ の よう に,パ ンチ ェ ンは皇 帝 所 用 の 輿 に乗 り,皇 帝 と同 じ坐 に着 き,皇 帝

と同 じ金 瓦 を葺 い た広 壮 な殿 宇 に滞 在 し,皇 帝 と 同 じ く叩 頭 を受 け,皇 帝 と親

し く手 を取 り合 っ て談 笑 してい た.パ ンチ ェ ン に認 め られ て い た この よ う な礼

は素 直 に見 る 限 り皇 帝 とパ ンチ ェ ン を対 等 に見 せ る こ と を配慮 して い た よ う に

(30)

思 わ れ る.

で はパ ンチ ェ ンに対 す る厚 遇 は当 時 の 人 々 に どの よ う に受 け 取 られ て い た の

で あ ろ うか.『 パ ンチ ェ ン四世 伝 』に は無 論 の こ と,『 熱河 日記 』に もパ ンチ ェ ン

の霊 験 に あ や か ろ う と漢 ・満 ・蒙 の 数 千 人 の 人 々 が 熱 狂 して い た こ とが 記 され

て い る.

しか し,一 方 で は乾 隆 帝 の パ ンチ ェ ン に対 す る厚 遇 を批 判 す る 人 々 も存 在 し

た.前 述 の朝 鮮 使 節 の パ ンチ ェ ン に対 す る抗 礼 もパ ンチ ェ ンに 対 す る批 判 と見

て よい で あ ろ う.ま た 『熱 河 日記 』に よ る と,山 西 省 の士 人 が,チ ベ ッ トの 高 僧

(28)二 剛嚇立侍子 右,軍 機 大臣立痢嚇 下。軍機 大臣侍皇 帝則衣黄,侍 班暉則 易剛嚇服

(『熱河 日記』 「孔什倫布」2ab;張 羽新1989,p.192).

(29)雍 和宮 の戒台楼所蔵 の乾 隆帝像 を始め として,乾 隆帝の僧服図 は数多 く残 され てい

る(『 清宮蔵傳佛教美術』p.57;『 雍和宮 』p.26).

(30)『熱 河 日記』 には乾 隆帝 はパ ンチェ ンに 「師礼」をとってい たと記 されている:禮 部

日,皇 上遇之 以師禮.(「 孔什倫 布」3a;張 羽新1988,p.121).
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に対 して厚遇をしすぎる,土 木事業が多すぎる等の条項を皇帝に上書 して逆鱗

に触れ,死 刑に処された逸話が記されている.同 じ事件は 『朝鮮李朝実録』の同

年十一月丁丑の条にも記されており,多 少詳 しいものとなっている.

余與高太史諸人,飲 酒段家縷.高 太史語班暉事,方 獲端.座 有懸生者,

目止之.余 甚怪之.久 之聞山西布衣有以七条上疏者.其 一盛論班灘.帝 怒

命局之.我 東騨夫多見之宣武門外者,自 是不敢復詞班輝事(『熱河日記』「班

輝始末」7ab).

一 ,臣 於燕京離獲前敷 日,聞 有罪人之剛衡於順直門外者,使 任課探問則

山西省士人上書行在,論 七條,皆 是直陳闘失,而 其中三條即土木之不息也,

巡遊之無節也,蕃 僧之過禮也.皇 帝震怒即付在京刑部,生 而衡割之.書 本秘

不宣布,姓 名亦無傳説(『正祖實録』巻十44b;張 羽新1988,p.201).

これらのパンチェンに対する批判の内容を検討すると,批 判 した人物が皆儒

教思想をエー トスとしている人々であることに気付 く.儒 教思想に基づけば,

乾隆帝とパンチェンの間に存在 した対等の関係は許しがたいこととなる.儒 教

思想に二人の皇帝は存在する余地はないからである.し かし,一 方の乾隆帝は

一切の批判を許さず
,パ ンチェンと並びたつことにとまどいをおぼえていたよ

うなふ しはない.ま た,パ ンチェンのもとに熱狂して集まる満 ・漢の王侯 ・官

吏 も現実に存在 していたのである.こ れは乾隆帝とパンチェンの関係を説明す

るものとして,儒 教とは別の,二 人の王の存在を奇異なこととさせない別の思

想が存在 したと見なければ説明がつかないものである.

前節において述べたとお り,パ ンチェンの中国における活動は仏教色一色で

あった.ま た,乾 隆帝は挨拶,言 語,服 飾等,礼 の中でもかなり重要な部分を

チベ ット仏教の儀礼体系にあわせていた.こ れ らのことから,乾 隆帝とパ ン

チェンの対等な関係の背後には仏教思想に基づいた独 自の価値体系があったこ

とを推測することができよう.以 下にパンチェン訪清のハイライ トである八月

七日の長寿儀軌法要の詳細を 『パンチェンラマ四世伝』から翻訳注解 しつつ,そ

の史料を もとにして皇帝とパンチェンの会見の背景にあったチベ ット仏教の世
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界 に つ い て解 明 して い きた い.

5.会 見 の 背 景 に あ る 仏 教 思 想

5.1.八 月 七 日 の 仏 教 儀 礼 訳 注

以下 は 『パ ンチェ ンラマ四世伝』(P4N)の 四月八 日の記事の大部分 に訳注 を附

した もの である.文 中のO内 には行数 が示 されている.フ ォリオのかわ りめ に

は フォリオ数 も示 した.

(201a4)八 月 の七 日の星 辰 の配 置 が 良 い円 満 の 日に,文 殊 皇 帝が 御 年 七十 才 に

な られ た万 寿 節 の 大 宴 に合 わ せ て大 皇 帝 に(5)長 寿 儀 軌(zhabsb宜an)を 献 ず る

べ く,最 勝 なる主 ラマ(パ ンチ ェ ン)は 皇 太 子殿 下,チ ャ ンキ ャ ・リ ンポチ ェ等

の ラマ 達 と軍機 姫(、n,、h_,㎜),主 ラマ1・随従 す る 。ル ポ ジ3磁、。ldp。n).

(32)

カ ンチ ェ ン ・ケ ン ポ(gangscanm㎞anpo),シ ム ポ ン(gzimsdpon)・ ゲ ロ ン ・ロ

(33)

サ ンラ プ(6)テ ン(dgeslongblobzangrabbmn),ト ンニ ェ ル(mgrongnyer)等

〔パ ンチ ェ ン〕御 付 きの 十 五 司(以 下 随行 した ラマ の 名前 は略 す)(201bl)と と も

に,須 彌福 壽 廟(bkrashislhunpo)か ら熱 河 宮(zhehorphobrang)(2)の 中 に出

御 して,宮 門(rgyalsgo)の 内 側 にわ た られ る と,宙 官 等 が輿 の椅 子 に お招 き し

た.執 金 剛 チ ャ ンキ ャ も輿 に(乗 り〕,第 六 皇 子 と御 付 きの もの達 も馬 に乗 っ た

ま まで 良 い との(3)許 可 を頂 い て,宮 内 に あ る庭 園 の湖 岸 に まで い らっ しゃ ら

れ た.そ れ か ら湖上 の船 に招 じい れ られ た.対 岸 に付 くと,主 ラマ は皇 帝 の お ら

れ る部 屋 の 中の 小 部 屋(gzimschungnangma)ま で,主 チ ャ ンキ ャ ・リン(4)ポ

チ ェ は外 の 小 部屋(gzimschungphyimas)の 控 え の 間('gag)ま で輿 で乗 り入 れ ら

れ て,最 勝 の 施 主(乾 隆帝)と 帰 依僧(パ ンチ ェ ン)の お二 人 は中 の小 部屋 の控 え

の 間 で ご挨 拶 の カ ター を交 換 され た(両aldar丘sesprod).大 皇 帝 は最 勝 の主 ラマ

(31)司 膳 僧(c£Waddell895,P.188,n.6>.

(32)部 屋 係 僧(c£Waddell895,p.188,n.7).

(33)執 事 僧(cfWaddell895,p.豆88,n.8).
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の手 をお と り申 し上 げ,施 主 帰依 僧 の二 人(lnchodyongnyis=乾 隆帝 とパ ンチ ェ

ン)は 御楊(bzhugskhri)(5)と 御 褥(bzhugsgdan)の 高 さを同 じに な され て,金

顔 を御 一 緒 にな らべ られ た.〔 王座 の〕右 側 には 主 チ ャ ンキ ャ ・リ ンポ チ ェ等 の

内廷 の ラマ 達 が,左 側 に は皇 太 子 殿 下,御 前 侍 衛 の大 臣 達 が,御 前(6)に は学

堂 の ゲ シ ェ ーで念 経 をな さ られ る者 達 が二 列 にな らん で お座 りに な った。 最勝 の

主 ラマ の御 座 の傍 ら には ソル ポ ン ・ケ ンポ,小 部屋 の 回廊(㎞yamsra)と 控 え の

間 には 身分 高 く姿 形 の 良 い(202al)勅 命 に よ って高 い身 分 に叙 せ られ た無 数 の大

臣達 が 按 配 され て い た.〔 パ ンチ ェ ンは〕最 初 にお 茶 を召 し上 が られ た.

そ れ か らジ ャサ クラ マ ・ゲ レ ク ・ナ ム カー(jasagblamadgelegsnamm㎞a')

(34)

と ソ ル ポ ン ・ケ ン ポ か ら最 勝 の 主 ラ マ の(2)御 手 に 身 語 意 の 依(skugsungthugs

(35>(36)

kyirten)と マ ン ダ ラ,法 輪(chos'㎞or),輪 王 七 宝(rgyalsridsnabdun),八 吉

祥 引 、㎏ 。、h、srd、a、b,gy。d),,＼ 瑞 謂 、㎞。、h、、。。g、b,gy。d),瓶,ク 。 シ 。 ン

(skusnyebzhugs'bor),絹 紐 の 房 の つ い た 金 剛 杵(rdo巾sne'dogscan)等 の献

上 を な さ られ た.

最 初 に主(パ ンチ ェ ン)は(3)自 身 の御 手 に 身依(仏 像)を お 取 りに な り,学

堂のウムザ 理db。mdzad)が 密教学堂において鋳 鰍 を行なう際に八吉祥物

と八瑞相 を献ずる 〔時の〕旋律にのせて,

(34)身 依は仏像,語 依 は経,意 依 は佛塔 を指す.

(35)仏 教の世界観 に基づ いて作 られたこの世界 を象 ったマ ンダラ.具 体的には須弥山 を

中心 とし,四 大大陸や 日月を配 した もので,儀 式 におい ては金銀等で鋳造 された もの

が用い られ る(『清宮蔵傳佛教美術』pp.171-172).

(36)転 輪聖王が出世す る時 に現 れる とされる七 つの宝,す なわち輪 宝,臣 宝,象 宝,馬

宝,将 宝,女 宝,珠 宝 で ある.儀 式 の際 には,こ れを金銀で象 った ものを献 上す る

(『清宮蔵傳佛教美術』p.182).

(37)蓮 の華,宝 瓶,金 魚,金 輪,右 巻 の法螺 貝,吉 祥 結,宝 傘等 の八つの吉祥のシ ンボ

ルであ り,儀 式 に際 しては輪 王七宝 や須弥 山マ ンダラと同 じく金銀で象 った ものが用

い られ る(『清宮蔵傳佛教美術』p.183).

(38)八 つの吉祥の供物で あ り,鏡,ヨ ーグル ト,長 寿 をもた らす草,木 瓜,右 巻の法螺

貝,牛 黄,黄 丹,白 芥子 を指す.

(39)訥 経 中,衆 僧 の唱和 を先導す る係.
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(40)「長 寿 と最勝
の 智 慧 を もた らす マ ン ダ ラの 諸 尊(dkyil'㎞orlha),ヴ ィ ジ ャヤ

(41)

(rnamparrgyalma)(4),如 意 輪(yidbzhin'㎞orlo)等 の不 死 の 栄 光 を与 え る諸

尊('chimeddpalsterlha)や,衆 仙 人 の全 てが,転 輪 聖 王('㎞orbsgyur=乾 隆帝)

の齢 を 百劫 に増 や さ ん事 を.」 と三 回 唱 えて,身 語 意 の 依 を 〔献 じ られ 〕,

(42)

「利 金 剛(rdoljernonpo)な る文 殊('jamdpal)が 人 の王(miy司e)と して遊 戯

した と こ ろ の,(5)最 勝 の 天 神(gnamgyilhamchog=乾 隆 帝)の 御 足 の 蓮

(43)

華 に,四 洲(glingbzhi),須 弥 山(rirab),日 月 等 の,器 世 間 情 世 間(snodbcud)

の 一切 の 善 の シ ンボ ル を献 じます.」 とマ ン ダ ラ を 〔献 じられ 〕,

「光 輝 き,神 通 力 を有 し,生 死 の 中 にあ る全 て の良 い もの を ほ しい ま まに(6)

で きる千 輻 の金 輪 を献 ず る事 に よ り,人 の王(miy司e=乾 隆 帝)の 全 て の祈 願

が 自然 にか な い ます よ うに 。」 と法 輪 を 〔献 じられ 〕,
(44)

「無 数 の 四魔 の軍 勢 を威 圧 し,思 うが ま まに望 み を普 く満 たす と ころ の(202b1)

(45)

輪 王 七宝 を献 ず る事 に よ り,大 い な る政 の 白傘 蓋(gdugsdkar)が 全 〔国 〕を普 く

照 ら し良 く平 等 にな ります よ う に.」 と輪 王 七 宝 を献 じられ,

「吉 祥 の 大 雨 を常 に普 く降 ら し,世 間 出 世 間 の 諸 々 の 吉 祥(2)が 一 つ に ま と

め られ た八 瑞 相 を献 ず る事 に よ り,吉 祥 な る善 の シ ンボ ル が 不 断 に与 え られ ん

こ とを.」 と八 瑞 相 を 〔献 じ られ 〕,

「見 る だ け,聞 くだ け,思 うだ け,触 るだ け で も,無 漏 の 大 楽 と長 寿 等 の,一

切 所 欲 を(3)与 えて くれ る八 吉祥 物 を良 く献 ず る事 に よ り,依1古 尊(mgon)た

る汝(乾 隆 帝)は 慈 悲 に よっ て衆 生 を普 く保 護 せ ん こ と を.」 と八 吉 祥 物 を 〔献

じ られ〕,

「一 切所 欲 の 大 きな蔵 を絞 る良 い 瓶 を献 ず る事 で,天 命 に よ っ て任 ぜ られ た

(40)Skt.vijaya,Chn.尊 勝 母.長 寿 儀 軌 を行 な う時 の 本 尊 。

(41)タ ー ラ菩 薩 の 一 形 態 で,同 じ く長 寿 儀 軌 に用 い ら れ る本 尊 で あ る.

(42)文 殊 の 異 名(MTK,p.343).

(43)貴 人 の 足 の 敬 語.

(44)人 々 を悩 ませ る もの で,煩 悩魔,陰 魔,死 魔,他 化 自在 天 魔 の四 つ を指 す.

(45)清 浄 な 政 治 の 同 義 語.

(50)



(4)大 天(lhachenpo=乾 隆 帝)の 望 み を 自然 に か な え る喜 びの 甘 露 に よ って,

一切 衆 生 が 喜 び と安 楽 を享 受 す る幸 運(skalbzang)が 与 え られ ん こ と を
.」 と瓶

を 〔献 じ られ〕,

「大 地 と大 海等 の全 て の境 域 に住 す る傲慢 なる もの の髪 の頂 髪(doker)も(5)

か しづ き(頭 を下 げ),獅 子 の 支 え る宝 座 に 〔君 臨 す る 〕,全 て の もの の 大 王

(yongskyibdagchen=乾 隆 帝)が 百 劫 に 至 る ま で 健 勝 で あ らせ られ ん こ と

を.」 と ク ッシ ョ ン を 〔献 じられ 〕,

「五智 を 自性 とす る大 金 剛 杵,十 力 と四無 畏 の 力 を有 す る大 金 剛杵 を献 ず る事

に よ り,欲(6)天 諸 部(yidsrubssde)に 住 む魔 軍 を威 圧 す る 〔乾 隆 帝 の 〕御 業 績

が千 の光 明 の よ う に ひ ろが らん こ とを.」 と 〔唱 えつ つ 〕絹 紐 の房 の つ い た金 剛

杵 等 を,順 次 大 皇 帝 の 御 手 に献 じられ た.
(46)

さ らに,「 依 枯 尊 た る 汝(乾 隆帝)の 力 は 四軍(yanlagbzhiyidpung)(203a1)

(47)

を有 し,全 て の,栄 え荒 々 しい(darladragpa)傲 慢 な もの の頂 の宝 珠(gtsuggyi

(48)

norbu)に 御足を揃えて御休みになっており,お 望みの一切所欲の大雨を常に降
(49)

ら し,大 臣 は 四 徳(phuntshogssdebzhi)に 富 み,そ の 権(2)力 が 虚 空 の 果 て ま

(50)

で覆 うが ご と き大 宴 会 と無垢 の黄 帽 派 の仏 の教 とが 共 に 〔不 壊 の 〕金 剛 の よ う に

成 就 し,吉 祥 が与 え られ ん こ とを.」 とい う吉 祥 の 偶 と と もに最 勝 の 主 ラマ(パ

ンチ ェ ン)の 御 著 作 が(3)完 了 した.

〔儀式 の 〕最 後 に … 大 皇 帝(gongmachenpo)は 最勝 の 主 ラマ の腰 に 白い 麦 を

投 げ て供 養 な さ った.吉 兆 を示 す 花 の雨 をお 降 らせ に な っ た.最 勝 の 主(5)ラ

マ か ら も大 皇 帝 に花 を投 ず る と,そ れ と同時 に沢 山の 吉 兆 が 一 時 に顕 現 した.

そ の後 に,最 勝 の 主 ラマ は カ ター(lhardzas)を 御 手 に とっ て 「無 比 な る もの

(46)象 軍,馬 軍,歩 軍,車 軍 の 四 種 類 の 軍 を指 す.

(47)頭 飾 の 同 義 語(MTK,p.566).

(48)傲 慢 な もの を足 の 下 に踏 み しだ き,と い う意 味.

(49)世 間 ・出 世 間 の 両 面 にお け る円 満 な状 態 を指 し,具 体 的 に は 法 が 栄 え,財 が 満 ち溢

れ,五 欲 が 満 足 し,解 脱 の 果 を得 られ た状 態 を言 う.

(50)乾 隆 帝 の 政 の こ と.

(51)



(51)(52)

(kunbral)・ 仏(thubdbang)・ 日族(nyima'ignyen)よ,(6)五 髪(zurphudlnga

ldan)を 有 し僧 形 で遊 戯 した主 よ,第 二 の 勝 者(ツ ォ ン カバ)等 の ラ マ仏 よ,普

く吉 祥 の 大 雨 を こ こ に降 ら さん こ と を.齢 を無量 に な して不 死 を与 え る尊 格 で

あ る,浄 土 の依i古撚decan。h、 。gm、。n)と,ヴ ・ ジ 。ヤ と,六 種 類 の(…bl)

光明を放つ如意輪とが不死と長寿の甘露を無量に与えんことを.十 力,四 無畏

を自性とする,十 方の仏と仙人と行者と王子 と声聞と独覚 と勇者 と空行母の群

(2)全 てが真の最勝の加持を与えんことを。」と吉祥偶を述べることによって

〔仏〕道を広げた.
(54

そ れ につ い て も,「 十方 の広 大無 辺(rab'byamspa)の 無 数 の 浄 土 に住 す る と
(55)

こ ろの 全 て の 十 力 を有 す る ものの 智 ・慈 ・力 の 三 〔徳 〕(m㎞yenrtsenusgsum)

(56)

(3)の 王 で あ る聖 堅 固 輪(brtanpa'i'khorlo)は 四 洲 と天 等 か ら成 り立 つ 一 切 世

間 の 依 枯 尊 に して無 上 の 救 助 者(dpunggnyen)で あ ります.そ の 文 殊 が 転 輪 王
54)

の 姿 に 化 幻 して 遊 戯 し た 天 神 文 殊 皇 帝 大 王(gnamgyilha'jamdpaldbyangsgong

(57

ma(4)bdagpochenpo)は,無 量 劫 の 昔 か ら 十 力 と 四 無 畏,四 念 住,四 神 足,

57)

十 八 不 共 法 等 の 捨 ・得 ・力 の(5)三 つ 〔の 功 徳 〕(spangsrtogsnusgsum)の 全 て

(58>

の 性 質(bdagnyid)と,五 つ の条 件(ngespalngaldan)を 有 した報 身 の 身 と して

正 等 覚 した仏(sangsrgyas)で あ る こ と は確 か で あ ります.し か し,〔 文 殊 は 〕辺
(59)

縁 と中心 に い る全 ての衆 生 を愛 す る利他 の強 い力 に よ って,昔,イ ン ド('phags
(60)

yul)(6)で,無 比 の仏 た る,浄 飯 王 の息 子(zasgtsangkyisras)が 謄 部 洲 と い う

(51)仏 陀 の異 名(MTK,p.675).

(52)文 殊 の異 名(MTK,p.343).

(53)阿 弥 陀仏 の異 名,

(54)「 十 方 の」か ら 「文 殊 皇帝 大 王」 まで の 部 分 は全 て 乾 隆 帝 の 修 飾 語.

(55)仏 の 三 つ の徳.

(56)文 殊 の異 名(MTK,p.343).

(57)「 十 力 」か ら 「十 八 不 共 法 」ま で の部 分 は全 て如 来 の功 徳 の 名 目で あ る.

(58)五 決 定.報 身 を規 定 す る五 つ の条 件 を指 す.

(59)文 殊 は仏 で 原 則 的 に は浬 業 に入 っ た存 在 で あ る が,こ こで は文 殊 が 衆 生 を哀 れ んだ

た め に浬 葉 に 入 らず こ の世 に転 輪 聖王 と して 化 身 した こ と を述 べ て い る.

(60)仏 陀 の異 名(MTK,p.675).

(52)



名のこの地に普 く百万の円満の光明を放ち,天 人を始めとする一切の衆生の無
(61)

明の暗愚 を払 った(204a1)時 に,仏 と春族達の大施主であった転輪聖王セル

ゲ ご6磁、al,gy副)に 化 身 し ま した.以 来,イ ・ ドの聖 地 と,聖 文殊 の所 化 の(,)

(63)

地である大中華の地,チ ベットの有雪の地,大 モンゴルの地等に王やパンディ

タや行者等の化すべき衆生の姿をとって(3)勝 者の教(仏 教)を 繁栄 させ,多

くの衆生を常に安楽に按 じてきたところの希有の御業績は,思 慮,言 語を超え

て殊勝であります.現 在,一 切の勝者の冠,聖 堅固輪にして力の(4)輪 を転ず

る王(転 輪聖王)の 姿に遊戯 した大皇帝は,天 の下地の上の普き衆生の聖なる頂
(64)

きの飾 りであり,と りわけ第二の勝者たる聖ツォンカバの無垢の宗派(5)を 四

海の果てまで繁栄させた御業績は慮外であって,今 現在,中 国,チ ベッ ト,モ

ンゴルの三国の全ての臣民を慈悲によって守護 している希有の御業績(6)は 古

から今に至るまで比類がありません.ま た,と りわけ有雪の国チベ ットの持金

剛ダライラマ御前 をはじめとし,多 くの僧伽 と寺院 と僧俗の民全ての望む所は

一つであり(204b1)他 にはありません.一 切の衆生を大慈悲によって以前のと

お り守護されんことを.」 と 〔祈願 して〕,(中 略)

持金剛チャンキャがモンゴル語に通訳をなさられて皇帝に御伝えになられる

と,大 皇帝は大変御喜びにな り,「パンチェン ・(205b1)エ ルデニは仏であるの

で,今 おっしゃられたことは全て理にかなったことばかりです(dongnas).私

も王政を仏法に則って護 り,宮 殿等の,仏 教が存在 している全ての地(2)に お

いて,如 来の身語意の依を沢山建立 して供養致 しましょう.僧 伽 も沢山新設 し

て,運 営のための基金を備え,仏 教が一層盛大になるように致 しましょう.臣

(3)下 の者 も慈 しみによって護 り,仏 教に対 して不信の輩は力と軍隊によって

(61)シ ャカ が 仏 法 を説 い た 時 に とい う意 味.

(62)Skt,prasenajit,Chn.波 斯 匿 王.シ ャ カ ム ニ在 世 時 の コ ー サ ラ(kosala>国 王.

(63)『 華 厳 経 』に よる と文 殊 菩 薩 の住 む地 は東 方 の 五 台 山 にあ る とい わ れ,そ れ は北 魏 時

代 か ら現 在 の 山西 省 五 台 県 に あ る五 台 山で あ る と され て きた.そ の た め 文殊 の加 持 す

る 地 は 中 国 を指 す.

(64)ゲ ル ク派 の こ と.

(53)



滅 ぼ して仏 教 の 門 に 入 ら しめ,信 仰 させ る よ う に致 しま し ょ う.今 や 天神 と三

宝 に祈 願 を(4)立 て,パ ンチ ェ ン ・エ ル デ ニ の御 言葉 の如 くに致 しま しょ う.」

と如 意 珠 の首 飾 りの如 き金 の 善言 をい くつ も発 せ られ た.

5.2.パ ン チ ェ ン と乾 隆 帝 の 神 学 的 位 相

パ ンチ ェ ンが 宮 中 へ 到 着 して か ら法 要 の 席 に着座 す る まで の記 述 に 見 られ る

の は,前 章 で も述 べ た パ ンチ ェ ン と乾 隆帝 の 「対等 の礼 」につ い て であ る.パ ン

チ ェ ン は輿 に乗 っ た ま ま皇 帝 の待 つ 部 屋 の 入 り口 まで 入 っ て お り(訳 文201b3.

4),パ ンチ ェ ン と皇 帝 の挨 拶 は チ ベ ッ ト風 に カ ター の交 換 に よっ て な され て い

る.パ ンチ ェ ン と皇 帝 の座(bzhugskhri)お よ び褥(bzhugs'bor)は 同 じ高 さで

あ った(訳 文201b4-5).

儀 式 が 始 ま る と,パ ンチ ェ ン は仏 像 ・経 ・仏 塔,マ ン ダ ラ,法 輪,輪 王 七

宝,八 吉祥 物,八 瑞 相,瓶,ク ッ シ ョン,カ ター の つ い た金 剛杵 等 を そ れ ぞ れ

の 霊験 を述 べ る 吉祥 偶 と と もに順 次 皇 帝 の 手 に献 じて い っ た.こ こで述 べ られ
(65)

ている偶はパンチェンがこの儀礼のために特別 に創作 したものである.

この中では乾隆帝は数々の言葉 によって言い換えられ讃称 されている.こ れ

らの言葉から我々は仏教世界の中における乾隆帝の神学的位相を知ることがで

きるのである.乾 隆帝の同義語は以下に見るように主に三つのグループに分け

ることがで きる.一 つは王のイメージを述べているグループ(転 輪聖王,人 の

王,全 てのものの大王),一 つは文殊を示す言葉のグループである.文 殊を示す

言葉は細か く言えば直接的に表現 した言葉(文 殊,利 金剛,堅 固輪)と,間 接的

に表現 した言葉(仏,天 神,大 天,救 護者,依 枯尊)の 二種類に分かれる.最 後

の一つは大施主,皇 帝等の地上的イメージを述べているグループである.こ れ

らの言葉の言い替えはサンスクリットの修辞学に由来する同義語の体系に基づ

いてお り,辞 書や修辞学の辞典などで原義 を確認できるものである.日 本では

文殊を菩薩 とし如来(仏)と は言わないが,チ ベ ットでは,訳 文中にあるように

(65)原 書 は故 宮 内 に現 存 して い る(王 家鳳1988,p.20).

(54)



文殊 も仏 と され る(訳 文,203b3-5).転 輪 聖 王 は仏 教 に お け る理 想 的 帝 王 で あ り

仏 典 で は仏 の化 身 の一 つ と され て い る(石 濱1992,pp.68-70).仏 教 の仏 身論 に

は仏 の存 在 様 態 と して法 身,報 身,化 身 の 三 つ が あ り,化 身 は報 身 を基体 と し

て い る(石 濱1992,pp.70-71).乾 隆 帝 の 場 合 は,報 身 の 文 殊 の化 身 が転 輪 聖 王

と して の乾 隆帝 とな る.

チ ベ ッ ト仏 教 圏 の イ コ ノ ロ ジ ーで は文 殊 は剣 と経 秩 を手 に した 姿 に よっ て表

現 され る.現 在 に まで 残 る乾 隆 帝 の 肖像 画 の 中 には この 姿 を とる もの が数 多 く
(66)

あ る.ま た,従 来 注 目 され てい なか った こ とで あ るが,乾 隆 帝 は パ ンチ ェ ンに

宛 て て 出 した書 簡 の 冒頭 に は,

永 遠 な る天 の強 い命 令 に よ り広 大 な る謄 部 洲 の 大 地 に力 の輪 を転 ず る皇

帝 の勅.パ ンチ ェ ンエ ル デ ニ に下 した.

とい う句 を用 い て い た(P4N,93b5,145a2).転 輪 聖 王 は イ コ ノ ロ ジ ー上 で は法

輪 を持 つ 姿 に よ っ て表 現 され るが,乾 隆 帝 の 肖像 に も手 に輪 を有 した ものが あ

る(『 清 宮 蔵傳 佛 教 美術 』p.57).こ の よ うに乾 隆帝 自身 に も自 らが 文 殊で あ り,

そ の化 身 と しての 転 輪 聖 王 で あ る との意 識 が 存 在 した事 を知 る こ とが で き る.

次 にパ ンチ ェ ンの神 学 的 位 置 づ け を確 認 して お きた い.儀 式 の 最後 に乾 隆帝

がパ ンチ ェ ン を 「仏 で あ る」と言 及 してい る ご と く(訳 文,205a6-b1),パ ンチ ェ

ンは神 学 上 は仏,そ れ も阿弥 陀仏 と信 仰 され て い た(P4N,la1).阿 弥 陀仏 は マ

ンダ ラ で は西 方 に位 置 し長 寿 を象 徴 す る仏 で あ る.パ ンチ ェ ンが 乾 隆 帝 の古 希

の祝 い に至 っ た背 景 に は,パ ンチ ェ ンの 阿 弥 陀 仏 と して の本 性 が 大 きな役 割 を

果 た して い た こ とは疑 い ない.ま た,第4節 第2項 で触 れ た よ うにパ ンチ ェ ンは
(67)

乾隆帝とともに着座する際には東面 していた.こ れはチベットが中国の西方に

位置することに対応させたもの とも考えられるが,マ ンダラで西方に位置する

阿弥陀仏がマ ンダラの中央にくることの多い文殊の右手に座ったとも解釈でき

(66)「 乾 隆 皇 帝佛 装 像 」 『清 宮 蔵 傳 佛 教 美術 』p.57;『 雍和 宮 』pp.26-27;『 満 蒙 嘲臓 教 美 術

圖版 』 「傳 乾 隆 聖 容 圖」p.16.

(67)p.44参 照.
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るのである.

ここまで述べて来たことによって乾隆帝とパ ンチェンが 「対等の礼」を行なっ

た意味が自ずと明らかになって来たことと思う.パ ンチェンも乾隆帝もチベッ

ト仏教の世界の中ではいずれも「仏」であった.チ ベ ット仏教の世界には数々の

仏が存在するが,い ずれも法身仏に帰一するという意味において平等であ り,

諸仏の間に上下関係は存在 しない.乾 隆帝がパンチェンにできうる限り対等な

地位を与えようとしたのは,こ の仏としての平等性 を鑑みてのことだったと思

われるのである.

5.3.乾 隆 帝 と パ ン チ ェ ン の 前 世 に お け る 会 見 に つ い て

訳 文 中 に乾 隆 帝 の 前 世 につ い て パ ンチ ェ ンが言 及 して い る こ とは注 目す べ き

こ とで あ る(訳 文,203b5-204bl).P4Nに は この 他 の 部分 に も乾 隆 帝 の転 生 譜 に

触 れ た部 分 が あ る(P4N,219a6-bl).ま た,以 下 に見 る よ うな 乾 隆 帝 の 発 言 か

ら,乾 隆 帝 も自 身の 前 世 を認 識 して い た こ とが 解 る.

ラ マ と実 際 に御 会 い して も しな くて も違 い は ご ざい ませ んが,今 日 ラマ

と御 会 い で きて私 は大 変 嬉 し く思 い ます.前 世 の 良 い 祈 願 の縁 が確 か にあ

るの で し ょう(P4N,174a4).

今,我 々帰 依 僧 と施 主 が 実 際 に会 う こ とが で きた こ と は,前 世 の祈 願 と

発 心 に よっ て生 じた 良 い 因縁 が熟 す に至 っ た ため で し ょう.層そ れ 故 私 も ラ

マ に法 と随 許 を沢 山 御 願 い 申 し上 げた い と思 い ます(P4N,182al-2).

乾 隆帝 とパ ンチ ェ ンは前 世 に何 度 も会 合 して い た ため に,「 実 際 に会 う こ とが で

きて もで き な くて も違 い は な」か った の で あ る.

次 に,こ の両 者 の前 世 にお け る関 係 を明 らか に して み た い.訳 文 中 に も言 及

され て い る よ う に乾 隆 帝 に は セ ル ゲ ー以 外 に もい くつ か の過 去 世 が あ った(訳

文,203b5-204a3).以 下 に,こ れ らの 過去 世 の う ちパ ンチ ェ ン と乾 隆帝 の 今 生 で

の 会 見 の前 提 と して両 者 に共 通 に認 識 され て い た 前 世 の 出 会 い に つ い て検 討 し

て い きた い.
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(a)テ ィ ソ ンデ ツ ェ ン王 とパ ドマ サ ンバ ヴ ァ

ニ 人 の 現 在 の 会 見 に お い て 踏 ま え られ て い た と思 わ れ る前 世 と し て は,ま

ず,九 世 紀 の チ ベ ッ トに お け るパ ドマ サ ンバ ヴ ァ とテ ィソ ン デ ツ ェ ン王 の 関 係

が 注 目 され る.テ ィ ソ ンデ ッ ェ ン王 は,チ ベ ッ トで 最 初 の僧 院 サ ムエ 寺 を建 立

し,そ の落 慶 供 養 の た め に顕 教 の 菩薩 シ ャー ン タラ ク シ タ と密 教 行 者 パ ドマ サ

ンバ ヴ ァをそ れ ぞ れ イ ン ドか ら招 聰 した王 で あ る.こ の テ ィソ ンデ ッ ェ ン はチ

ベ ッ トで は昔 か ら文 殊 の 化 身 で あ る と され て お り,一 方 の パ ドマ サ ンバ ヴ ァは

(68)

そ の伝 記 に よれ ば 阿 弥 陀 仏 の化 身 と して記 され て い た.つ ま り,テ ィ ソ ンデ

ッ ェ ン とパ ドマ サ ンバ ヴ ァの 神 学 的 位 相 は パ ンチ ェ ン ラマ 四 世 と乾 隆 帝 の それ

と全 く対 応 して い る の で あ る.

七 月 二 十 九 日に乾 隆帝 とパ ンチ ェ ン は普 寧寺 に お い て会 見 を行 な って い る.

この普 寧 寺 は乾 隆帝 が テ ィソ ンデ ツ ェ ン王の 建 立 した サ ム エ 寺 を模 倣 して建 立

(69)

した もの で あ る.こ の こ とは乾 隆 帝 が 自分 の 前 世 と して テ ィソ ンデ ッェ ン王 を

認 識 して い た 間 接 的 証 拠 と言 え る.

ま た,パ ン チ ェ ンが 熱 河 に到 着 して 二 日 目の 七 月 二 十 三 日,諸 皇 子 が パ ン

チ ェ ンを訪 問 した.諸 皇子 の中 に一 人 だ け公 主 がい たが,こ の第 五公 主 は七 才 の

女 児 で あ っ た.パ ンチ ェ ン は この公 主 をダ キ ニ天 の 化 身(rnam'p㎞1)と して特

別 に扱 いリ ソナ ム ・ペ ル キ ・ドル ジ(bsodnamsdpalgyirdo噸e)と い う名前 を授

け た(P4N,183b6-184a6).第 五 公 主 は乾 隆 帝 が 諸子 の 中 で もっ と も寵 愛 してい
(7ω

た と言 われ る人物 で あ る.こ の公 主 につ い て乾 隆帝 は以 下 の よう に述べ て い る.

(68)同 時代の ロン ドルラマ の記 したパ ンチェ ンの転生 譜にはテ ィソンデツ ェン王は文殊

の化身 と言及 され てお り(K:NS,p.435),パ ンチェンの前世 としてパ ドマサ ンバ ヴァが

揚 げられている(KNS,p.373).

(69)建 立の直接の動機 は長年 にわた り清朝 の北 辺を脅か していた ジュ ンガルに勝利 した

記念で ある.碑 文 には 「料賛韓輪王(テ イソン ・デツェ ン王),功 徳甚深大.造 寺於西

域,其 名 三摩耶(サ ムエ).… 」と(普 寧 寺碑 文 勅撰;張 羽新1988,pp。383-

386),明 確 にテ ィソンデツ ェン王の業績 をならう旨が記 されて いる.

(70)こ の年の五 月二十 日に乾隆帝 は第五公主 を軍機大 臣の和坤(heshen)に 降嫁 させ,和

坤 を御前大 臣(gocikaamban)と な した(『満文上諭棺』 五月二十一 日〉.和坤が晩年の

乾 隆帝 の身辺 にあって権力 を聾断 していた ことは著名であ る.
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「この公 主 は仏 教 に帰 依 して お り,私 も息 子 と区 別 な く目 をか け て,寵 愛

を してい る もの で あ る.前 世 の 良 い 習気 に よ っ てパ ンチ ェ ンエ ル デニ に対

して信 心 篤 く,と て も会 い た が っ て い る の で,今 兄 達 とと もにパ ンチ ェ ン

エ ル デニ との 会 見 に送 った の で あ る.現 在 と将 来 に利 益 あ る善 法 の 加 持 を

与 えて や って くだ さい.」(P4N,183b4.6)

この 前 世 とは お そ ら くは第 五 公 主 が テ ィ ソ ン デ ツ ェ ンの 王 女 ペ マ セ ル(padma

gsal)で あ っ た時 の こ と を指 す と思 われ る.ペ マ セ ル はパ ドマ サ ンバ ヴ ァ との 会

見 当時 八 才 で あ り(PKT,p.377),同 じ くダキ ニ天 の加 護 の あ る もの とされ て い

た(PKT,p.384).こ の 二 点 は上 記 の第 五 公 主 と対 応 して い る.こ の推 測 が 正 し

け れ ば乾 隆 帝 とパ ンチ ェ ンラ マ の 間 に は,公 主 も含 め た 少 な く と も三 人 の チ

ベ ッ トに お け る前 世 の物 語 が 認 識 され て い た こ と にな る.

(b)パ クパとフビライ

朴趾源の 『熱河日記』中の 「班暉始末」という節によると,

班暉額爾徳尼,番 語猶云光明神智法僧.自 言其前身巴思八.(『 熱河日

記』「班輝始末」1b).

班暉又言,正 徳天子會我豹房.正 徳時所謂活佛未嘗入中国,而 其事倶有

徴多前輩傳記中.語 然遼絶数百年間殊為祝忽以此知.班 暉乃巴思八後身,

或為塔立麻,或 言前代所有活佛皆此輪韓.未 可臆断其真否也(『熱河 日記』

「班暉始末」5b).

蓋班暉自言前身巴思八.(『 熱河 日記』「孔什倫布」4b)

等 とあり,当 時パ ンチェンが元朝のパクパ(巴 思八)を 始めとし,前 代の数々の

大ラマの転生であると評判であったことを記 している.パ クパとは言 うまでも

なく元朝最盛期の皇帝,フ ビライに仕えたチベットの高僧である,パ ンチェン

がパクパであった時,乾 隆帝の前世がなにものであったかは 『熱河日記』に記載

はない.し か しパクパの施主であったフビライが文殊の化身として名高ったこ

とから(石 濱P92,p.68),神 学的に対応関係にある乾隆帝がフビライの再来と
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考えられていた可能性は高い.こ の推測を間接的に裏付ける事情がもう一つあ

る.清 朝はその開国の当初からチベ ット仏教を奉 じてお り,時 の都溜陽におい

てはパクパ所製の仏像を都一の寺にまつっていた.一 六三八年にこの寺の建立

に際して立てられた碑文には以下のように記されている.

至大元世祖時,有 嘲嚇粕斯八,用 千金鋳護法嚇恰嗜嘲,奉 祀於五台山,

後請移於沙漠.又 有嘲嚇沙爾巴胡土克圖,復 移於大元喬察恰爾林丹汗國祀

之.我 大清國寛温仁聖皇帝,征 破其國,人 民成蹄.時 有嘲噺墨爾根載佛像

而來,上 聞之,乃 命衆胴啄往迎,以 禮昇至盛京西郊.…(「 實勝寺碑文」

藩陽 剛林;張 羽新1988,pp.209-211).

この碑文によると元朝のフビライハン(世 祖)の 時代 にパクパ(巾白斯八)が 鋳

造したマハーカーラ(Skt.mahakala,Chn.嚥 恰幅陳1)の像は当時,元 朝の末商リ

クデンハン(林 丹汗)の 手に所蔵されていたが,リ クデンが清朝に敗退した後清

朝の手にわた り,こ こ實勝寺に奉 られた因縁が示されている.前 述 した乾隆帝

とフビライの神学上の対応 と,こ のような清帝室のパクパに対する篤い崇敬を

鑑みる時,当 時,乾 隆帝をパクパの施主フビライの再来とする認識が存在 して

いた可能性は非常に高いと言えよう.

6.ま とめ

本稿は,一 七八○年におけるパ ンチェンと乾隆帝の会見が,従 来冊封政策的

な視点から深読みされつづけてきたことは一面的な評価であり,こ の会見に臨

んだ人々がパ ンチェンを実際どのように認識 していたのか,と いう基本から見

直さねばならないとの問題 を最初に提起 した.そ して,パ ンチェンと乾隆帝と

の実際の会見は漢文史料の記述(3.1.)と は逆に非常に密接なものであったこと

(3.2.),そ の会見内容は公私にわたるまで仏教色一色であったこと(4.1.),パ ン

チェンと乾隆帝は対等な礼 を行なっていた事(4.2.)等 を挙げ,そ れは儒教思想

とは異なる価値体系の存在がなければありえないことを述べた.続 いてパンチェ

ン訪清の主要目的である長寿儀軌の修された日の史料の訳注を行ない(5.L),そ
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れに基づきつつパンチェンと乾隆帝の仏教神学上の位相はそれぞれ仏 として対

等であったこと(5.2.),二 人は前世にも何度か出会って仏教を興隆していたと

い う思想の存在 について述べた(5.3.).そ してこれらの思想 に基づけばパン

チェンの来錫の儀礼上の意味も,席 次 も,対 等の礼 も無理なく解釈できること

を明らかにした.

チベットと中国の関係は言うまでもなく仏教を抜 きにしては考えられないも

のである.し か し多 くの研究者はこの仏教的な世界観を無視 し,大 切なのは仏

教を「利用」して行なおうとしていた何かであるとする.し かし,本 稿で検討 し

たようにパンチェンと乾隆帝はその会見において,中 国とチベッ トの上下を規

定するようないかなる儀礼 も政策の宣言 も行なっていない.当 時の人々が目に

し耳で聞いたのは,彼 等が仏教に基づいた政治の繁栄と仏教僧団の繁栄を祈願

する姿と,乾 隆帝とパンチェンがチベットやモンゴルにおける過去世において

も行なって来た仏教興隆の物語であったのである.

このような思想に裏付けられたパ ンチェンと乾隆帝の会見の視点はすでに国

家や民族や王朝を止揚 したところにあったのである.従 って,こ の会見を民族

や国の上下区分を明らかにする視点(冊 封,朝 貢)の みで評価することは一面的

な見方にすぎないと言えはしないだろうか.
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